
「
豆
谷
和
之
さ
ん
追
悼
事
業
会
」
設
立
趣
意
書

謹
啓

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
末
、
我
ら
の
友
人
、
豆
谷
和
之
さ
ん
が
惜
し
く
も
逝
去
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
八
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
年
末
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
豆
谷
さ
ん
の
突
然
の
訃
報
に
、
多
く
の
知
人
や

友
人
が
遠
近
を
問
わ
ず
、
通
夜
や
葬
儀
に
か
け
つ
け
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
と
悲
し
み
を
と
も
に
し
た
こ
と

を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
知
人
・
友
人
の
中
か
ら
、
豆
谷
さ
ん
を
追
悼
す
る
と
と

も
に
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
を
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
支
援
し
よ
う
と
の
声
が
あ
が
り
、
関
係
者
が
協
議
を

重
ね
、
こ
の
た
び
、
「
豆
谷
和
之
さ
ん
追
悼
事
業
会
」
を
設
立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

豆
谷
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
、
三
重
県
伊
勢
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
宇
治
山
田
高

校
の
在
学
中
か
ら
考
古
学
の
研
究
を
志
し
、
奈
良
大
学
文
化
財
学
科
に
進
ん
で
、
考
古
学
を
専
門
と
す
る

道
を
歩
み
ま
し
た
。
奈
良
大
学
在
学
中
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
、
あ
る
い
は
調
査
補
助
員
と
し
て
参
加
し
た

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
発
掘
調
査
現
場
で
、
多
く
の
友
人
や
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
日
々
、
弥
生
土
器
、

弥
生
文
化
の
研
究
に
勤
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
た
前
期
弥
生
土
器
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
山
口
大
学
大

学
院
に
進
学
し
、
自
ら
の
研
鑽
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
後
輩
を
育
て
、
各
地
に
赴
い
て
は
資
料
を
観
察
し

て
、
全
国
の
研
究
者
と
交
流
を
深
め
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
山
口
大
学
埋
蔵
文
化
財
資
料

館
に
助
手
と
し
て
奉
職
後
は
、
構
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
・
研
究
に
従
事
し
、
考
古
学
に
対
す
る
熱
い
想
い

を
体
現
す
る
こ
と
で
後
輩
達
を
覚
醒
さ
せ
、
同
時
に
暖
か
く
指
導
し
、
育
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
山
口

県
内
を
中
心
と
し
た
研
究
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
全
国
的
な
弥
生
土
器
の
研
究
会
、
京
都

で
学
生
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
い
た
京
都
弥
生
文
化
談
話
会
、
奈
良
で
発
足
し
た
大
和
弥
生
文
化
の
会
な

ど
の
集
ま
り
に
も
距
離
を
厭
わ
ず
足
繁
く
通
い
、
精
力
的
に
論
文
等
を
専
門
誌
に
寄
稿
す
る
な
ど
し
て
頭

角
を
あ
ら
わ
し
、
弥
生
時
代
研
究
の
若
手
研
究
者
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
八
年
、
縁
あ
っ
て
、
奈
良
県
田
原
本
町
文
化
財
保
存
課
の
専
門
職
員
に
転
職
し
、
同
町
内
の
遺
跡

調
査
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
豆
谷
さ
ん
は
、
多
数
の
絵
画
土
器
が
出
土
し
た
清
水
風
遺
跡
、
弥
生
時

代
の
大
規
模
環
濠
集
落
と
し
て
著
名
な
唐
古
・
鍵
遺
跡
な
ど
、
数
々
の
発
掘
調
査
に
尽
力
し
ま
し
た
。
と

く
に
、
大
型
建
物
が
確
認
さ
れ
た
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
第
七
十
四
次
調
査
、
第
九
十
四
次
調
査
な
ど
、
豆
谷

さ
ん
が
担
当
し
た
発
掘
調
査
に
は
弥
生
時
代
研
究
の
う
え
で
極
め
て
重
要
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
田
原
本
町
内
の
文
化
財
の
保
存
と
調
査
研
究
に
心
血
を
注
い
だ
豆
谷
さ

ん
の
粉
骨
砕
身
の
成
果
は
、
平
成
二
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
発
掘
調
査
報
告
書
『
唐
古
・
鍵
遺
跡
Ⅰ
』
の

報
告
文
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
豆
谷
さ
ん
は
、
十
三
年
に
及
ぶ
文
化
財
保
存
課
在
職
の
間
も
、
公
務

の
合
間
を
縫
っ
て
、
学
生
時
代
か
ら
続
け
て
き
た
弥
生
土
器
研
究
を
怠
る
こ
と
な
く
、
大
和
弥
生
文
化
の

会
に
よ
る
『
奈
良
県
弥
生
土
器
集
成
』
を
は
じ
め
、
研
究
成
果
を
次
々
に
論
文
に
ま
と
め
て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
九
年
に
は
、
大
学
院
修
了
後
か
ら
交
際
を
続
け
て
い
た
典
子
夫
人
と
結
婚
し
、
二
十

一
年
に
は
長
男
の
櫂
君
が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
、
総
合
政
策
課
へ
異
動
し
た
豆
谷
さ
ん
は
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
史
跡
整
備
事
業
の
担
当

と
な
り
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
わ
る
業
務
に
悪
戦
苦
闘
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
史
跡
整
備
事
業

の
困
難
さ
な
ど
、
そ
の
間
の
苦
労
話
は
、
多
く
の
友
人
が
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

一
方
、
休
日
返
上
で
発
掘
調
査
の
現
場
に
立
っ
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
生
活
と
は
大
き
く
環
境
が
変
化
し

た
豆
谷
さ
ん
は
、
家
族
と
と
も
に
宇
陀
市
に
転
居
し
、
地
域
の
人
々
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
、
櫂
君
の
成
長

を
見
守
り
な
が
ら
、
畑
仕
事
や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
考
古
学
以
外
の
方
面
に
も
そ
の
精
力
を
傾
け
る
よ
う
に



な
り
ま
す
。
と
く
に
、
二
十
二
年
に
始
ま
っ
た
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
連
日
の
早
朝
練
習
が
実
り
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
を
見
事
に
完
走
し
、
沿
道
か
ら
応
援
す
る
友
人
た
ち
の
喝
さ
い
を
浴
び
ま
し
た
。

休
日
に
は
、
各
地
の
研
究
会
に
参
加
し
た
り
、
遺
跡
見
学
に
出
か
け
た
り
、
研
究
面
で
も
、
近
畿
弥
生

の
会
の
代
表
を
務
め
、
近
畿
地
方
を
代
表
す
る
弥
生
時
代
研
究
者
の
一
人
と
し
て
名
前
を
と
ど
ろ
か
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
豆
谷
さ
ん
に
、
周
囲
は
学
問
的
な
活
躍
を
益
々
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日
が
命
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
四
十
七
回

目
の
誕
生
日
が
目
前
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
豆
谷
さ
ん
を
追
悼
す
る
事
業
と
し
て
、
次
に
記
し
ま
す
五
つ
の
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一

偲
ぶ
会

二

著
作
集
・
追
悼
文
集

三

追
悼
論
集

四

遺
品
整
理
（
遺
物
・
実
測
図
）

五

豆
谷
櫂
君
育
英
募
金

と
く
に
、
著
作
集
・
追
悼
文
集
は
、
来
年
の
刊
行
に
向
け
て
、
作
成
を
進
め
る
も
の
で
す
が
、
研
究
者

と
し
て
の
豆
谷
さ
ん
の
業
績
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
の
脳
裏
に
鮮
烈
な
記
憶
を
残
す
豆
谷
さ
ん

の
足
跡
を
記
録
し
、
長
男
の
櫂
君
が
成
人
し
た
際
に
、
父
親
の
人
と
な
り
が
わ
か
る
よ
う
な
内
容
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
は
本
事
業
会
の
趣
旨
を
ご

理
解
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
各
事
業
に
つ
い
て
、
是
非
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
白

平
成
二
十
六
年
八
月
三
日

発
起
人
一
同

事
業
会
の
構
成

代
表
発
起
人
：

近
藤
喬
一
、
奥

義
次
、
泉

拓
良
、
森
岡
秀
人

発

起

人
：

池
田
保
信
、
市
村
慎
太
郎
、
伊
藤
淳
史
、
岡
田
憲
一
、
川
上
洋
一
、
桑
原
久
男

佐
藤
亜
聖
、
柴
田
昌
児
、
清
水
琢
哉
、
菅

榮
太
郎
、
田
畑
直
彦
、
田
部
剛
士

田
村
陽
一
、
濱
田
延
充
、
深
澤
芳
樹
、
福
西
貴
彦
、
藤
井

整
、
村
田
裕
一

柳
澤
一
宏
、
吉
田

広
、
若
林
邦
彦

※
五
十
音
順

協
力
団
体

：

奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
考
古
学
研
究
室
、
山
口
大
学
人
文
学
部
考
古
学

研
究
室
、
山
口
大
学
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
、
三
重
歴
史
文
化
研
究
会

弥
生
時
代
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
近
畿
弥
生
の
会
、
大
和
弥
生
文
化
の
会

連

絡

先
：

〒
六
三
二-

〇
〇
六
一

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
一
二
八-

一

埋
蔵
文
化
財
天
理
教
調
査
団
内

豆
谷
和
之
さ
ん
追
悼
事
業
会

電
話

〇
七
四
三-

六
七-

一
六
二
六


